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報道関係者各位                                                  2021年 9月 13日 

                                         ユニファースト株式会社 

企業向けオリジナル販促グッズ等の OEM 生産を手がけるユニファースト株式会社（本社：東京都台東区、 

代表取締役社長：橋本敦）は、社員用にオリジナルエコバッグを製作し、2021年 9月 10日（金）、社員に配布し

ました。当社は、10月の全国 3R推進月間に合わせてマイバッグ持参を社員に促し、SDGsの啓発を図ります。 

（※３R とは Reduce（廃棄物等の発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再生利用）のことです。） 

 

■3R推進月間に向け社員用オリジナルエコバッグを製作し、マイバッグ持参促進図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、社員のマイバッグ利用促進を目的に、社員用オリジナルエコバッグを製作し、2021年9月10日に配

布しました。当エコバッグは、営業が持つサブバッグとしてはもちろんのこと、プライベートでの買い物時の「ショ

ッピングバッグ」としてや、ピクニック時の「レジャーバッグ」として、子供の習い事の「レッスンバッグ」としてなど

いろいろなシーンでの使い方を社員に提案します。 

当社は、社員がオリジナルエコバッグを使うことで、周囲により３Rを知ってもらうきっかけを増やすことができ

ると考えています。さらに、同じデザインのマイバッグを社員が共通で使用することにより、社員同士の一体感

の醸成も期待できます。 

 

当社はこれまで、多くの顧客の“つくりたい”を形にしてきました。そのノウハウを活かし、かつ代表橋本の「社

員一人一人が、自社のエコグッズを家族や友人に語れる状況をつくることが、真に根が張ったSDGs活動といえ

るのでは」という想いを受けて、社員用のオリジナルエコバッグの製作に至りました。オリジナルエコバッグの生

地は、環境に優しいオーガニックコットンを採用し、「限りある資源を大切に！」 をキャッチコピーに、SDGsの社

内啓発や社員の環境意識向上を図ります。 

 

東京下町で40年以上に渡りオリジナルグッズ製作を手がけ、豊かな経験と実績を誇りとする当社は、回収さ

れたペットボトルから作られたリサイクル素材の活用など、地球環境にやさしい商品生産にこだわっています。

そして、SDGｓにもあらゆる角度から貢献しようと、日々アイデア商品の自社開発に取り組んでいます。 

当社はこれからも、環境にやさしい自社開発製品の提案により、廃棄物を削減し、SDGsの「つくる責任 つか

う責任」に貢献するサービスとして、取引企業の企業価値を高める一翼を担いたいと考えています。 

当社社員用オリジナルエコバッグ                    オリジナルエコバッグのロゴ部分（拡大） 

＜浅草橋にある創業 40年以上の会社の SDGsへの取り組み＞ 

自慢の“モノづくり”を活かし、社員用エコバッグを製作 
10月の３Ｒ推進月間ではマイバッグ持参促進し SDGs啓発 
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■“海ごみゼロウィーク”には自社開発した「着られるエコバッグ」着用し、清掃活動実施 

３R推進月間では、環境省が国民及び事業者に対し、３R（Reduce、Reuse、Recycle）に関する理解と協力を

求めるとともに、循環型社会の形成を推進するため、３R関係省庁、地方公共団体、関係団体による様々な取

り組み・行事が行われます。海洋プラスチック・レジ袋削減、マイバッグ持参の呼びかけもその一環です。 

 

当社は、環境省と日本財団の共同事業で海洋ごみ問題の周知啓発をおこなう期間である"海ごみゼロウィ

ーク"には、清掃活動を実施してきました。"海ごみゼロウィーク"の清掃活動では、参加時に青いアイテム（青T

シャツや青いタオル等）の着用を推奨していることから、当社では環境にやさしい自社開発製品「着られるエコ

バッグ」の“海ごみゼロウィーク”デザインを製作し、28名の社員が着用して、本社のある東京・浅草橋周辺の清

掃活動を実施しました。 

 

当社は今後も、働く社員たちには力を伸ばし発揮できる場の提供を、社会に対しては製造業の責任におい

て環境課題解決に貢献するモノづくりを行い、事業活動を通じた社会貢献の一翼を担っていきます。 

”つくりたい”を形にする会社、”つくる”を通して社会に貢献する会社 

1981 年設立。「”つくりたい”を形にする。”つくる”を通して社会に貢献する。」を経営理念に掲げ、独自の企

画力や生産体制により高品質なモノづくりを提供。バッグ、ポーチ、ぬいぐるみの分野では業界のパイオニア

的な存在に。2019 年からは、モノづくりの知識を存分に活かした自社バッグブランド「svalen」を発売。同年か

らは環境に配慮したモノづくりにも注力し、SDGs に関心を持つ企業向けの商品開発体制を強化した。日本、

中国、ベトナムを生産拠点に、国内各業界のグッズ OEMを手掛けている。 

 

会社名    ：ユニファースト株式会社    

代表者    ：代表取締役社長  橋本 敦 

所在地    ：東京都台東区浅草橋 3-4-3 ユニファーストビル 

TEL          ：03-3865-5031 

設立日    ：1981年 2月 13日 

資本金    ：9,800万円 

年商    ：33億円（2020年 12月期 ） 

URL            ：https://www.unifast.co.jp/ 

事業内容       ：各種バッグ、各種ポーチ、販売促進グッズ、ぬいぐるみ、ユニフォーム、エコロジー商 

品の企画、製造及び輸入取り扱いブランド（PB）：svalen 

底のファスナーを開けるとビブスになる「着られるエコバッグ」         “海ごみゼロウィーク"での清掃活動の模様 

ユニファースト株式会社について 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 
ユニファースト 広報事務局  

担当：陸（リク） MOBILE：080-3435-4054 
TEL：03-3865-5031 FAX：03-3865-5035 

E-mail：lu@unifast.co.jp 


